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《資料》

冬の新月の日に伐られたスギの強度

大河原睦*

Strength of Sugi (Cryptome1切japonica)Cut in W oods 

on the Day of the New Moon of Winter 

Mutsumi OKA W ARA 

新月伐採とは，冬季の新月直前に伐採し，枝をは

らわずに一定期間林内に放置する伐採木の処理方法

である.新月伐採木には，狂いが出ない，害11れが発

生しにくい，虫が付きにくい，カビにくい，強度が

ある，乾燥している，長持ちする，火が付きにくい，

断熱性が高い，電磁波を遮断する等の特徴があると

いわれている.

なぜ，新月に伐採された木にこれらの効果がある

のか.その理由として木の生命活動は，月の動きと

連動しており，新月の時には生命活動が低下し栄養

分が少なくなるためとか，新月と満月では，木に含

まれる成分が異なるためといわれている. しかし，

これらについて，科学的に調べられた例は少ない状

況にある.

そこで，新月に伐採した木材とそれ以外の伐採し

た木材に強度性能等に差があるのかを確認するた

め，新月と満月の日に同一林分で伐採し，葉枯らし

したスギ材を同一条件で天然乾燥させ，その間の含

水率，動的ヤング係数等の変化量の計測と曲げ強度

試験を実施したのでその結果について報告する.

材料及び方法

1 試験体

平成18年1月16日の満月と l月27日の新月の日に越

生町越生地内の同一林分で伐採されたスギ30年生

(新月伐採木3個体，満月伐採木2個体)の元玉5個体

を供試した.

試験体は，樹冠がほぼ水平になるように伐採し，

本森林 ・緑化研究所

枝葉を落とさずに全幹の状態で平成18年6月までの

約6か月間林内に静置する，いわゆる葉枯らしによ

る天然乾燥を行った.

葉枯らし乾燥終了後に林内で約3.0mに玉切り，

搬出し，森林 ・緑化研究所に運び，移動式製材機(ス

チール ロゴソーノレ)を用いて心持ちの正角に製材，

プレーナーで4面とも平滑に加工した.プレーナー

加工後，製材した試験体の材幅，長さ，初期重量及

び含水率を測定し，森林 ・緑化研究所木材加工実験

棟内の床に高さ約12cmの桟木を敷き，その上に試験

体がふれあわないように間隔を開けて水平に静置

し，天然乾燥させた.

2 調査方法

天然乾燥期間中の含水率，重量，材面割れの発生

量，曲りの発生量及び動的ヤング係数について，平

成18年6月から平成19年l月までの7か月間にわたり

測定した.含水率，重量，動的ヤング係数及び材面

割れの発生量は14--.....30日間隔で，材幅(材せし、)，長

さの変化は平成18年9月と 19年1月に，曲りの発生量

は平成19年1月にそれぞれ測定した.その後，曲げ

強度試験を実施し，曲げ強さ等を把握した.測定の

方法は，次のとおりである.

(1)含水率

試験体の4面の中央部分及び両端からそれぞれ50

cm程度，材の中央部分に向かつて入った場所の2か

所，計3か所にマーキングした.マーキング位置に

高周波容量式木材水分計(ケット産業 HM520)を

あてて測定した値を平均した.

また、曲げ強度試験後に厚さ 1.0--.....2. Ocm程度の試
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料2枚を試験によって破壊された部分を避けて採取

し、全乾法で含水率と水分傾斜を求めた.

(2)重量

試験体の重量の変化を秤で測定し，単位体積あた

りの重量比(密度)で比較した.

(3)材面割れの状態

試験体の材面に発生した割れの長さを測定し、測

定値を全て足し合わせ比較した.

(4)材幅(材せい)，長さ及び曲り

材幅(材せし、)は，ノギスで、試験体の4面のマーキ

ング位置を測定し、得られた値を平均した.長さは，

4辺を巻尺で測定し平均した.曲りについては，試

験体の木口面から反対側木口面まで，糸を張り試験

体と糸との隙聞が最も大きな場所の長さを測定し，

次式によって求めた.

曲り(%)=隙間間隔/材長x100 

(5)動的ヤング係数

試験体の木口面にプラスチック製ノ、ンマーで、打撃

を加え，打撃面の反対側から騒音計で打撃音をとら

えた. FFT(高速フーリエ変換)アナライザー(小野

測器 CF・3200)でとらえた打撃音を解析し，固有

振動数を求めた.固有振動数(1次共振周波数)，材

長，密度から次式によって動的ヤング係数を求めた.

密度を求めるための含水率は，基本振動数測定時

に木材水分計によって求めた値を用いた.また，材

長，材幅については，直近に計測した値を用いた.

E= (2 X f X L) 2 X ρ 

E:動的ヤング係数

f:基本振動数

L:材長

ρ:密度

(6)曲げ強度試験

曲げ強度試験は構造用木材の強度試験方法」

( (財)日本住宅 ・木材技術センター， 2000)による方

法に準じて，万能試験機(東洋ボードウィン テン

シロン)を使用して3等分点4点荷重方式によって実

施した.

試験体は，荷重点間にある節等の欠点が最も少な

い面をひっぱり側に配置した.スパン長は，材せい

の18倍， 支点問距離を材せいの6倍とした.また，

張り出し部分は，いずれも100mm以上とした.

載荷速度は，最大荷重に達するまでl分以上にな

るようにクロスヘッドの速度を10mm/minとし，荷

重点の移動が一定となるように荷重した.

試験によって得られた最大荷重，たわみ量から曲

げ強さ，曲げヤング係数を次式によって求めた.ま

た，曲げ強度試験前に動的ヤング係数についても計

測した.

曲げ強さ

fm=aF/(2Z) 

fm:曲げ強さ

a:支点から荷重点、までの距離

F:最大荷重

Z:断面係数， bd2/6 (b:材幅， d:材せし、)

曲げヤング係数

Em=a (3L2-':4a') (F2-Ft) I {481 (WZ-Wt)} 

Em:曲げヤング係数

a:支点から荷重点までの距離

1:断面2次モーメ ント， bd3/12 (b:材幅，

d:材せい)

F2-Ft 荷重変形曲線の直線部分.FtはF(最

大荷重)の約10%，F2は約40%.

W，-Wt F2-Ftに対応する変形の増分.

(7)試験結果の補正

試験の結果は，次の式によって得た調整係数を乗

じ「構造用木材の強度試験方法Jに規定する標準試

験条件(含水率:15%，試験条件:スパン，材せい

の18倍，試験体寸法:150mm)に補正した.

a含水率による曲げ強さ曲げヤング係数の補正

Pts=Pt (α-s XI5)/(α-s X Mt) 

Pt含水率Mt%時の曲げ強さ，曲げヤング

係数値

Pt5 含水率15%時の曲げ強さ，曲げヤング

係数値

α， s :含水率定数

Mt含水率(%)

b寸法による補正及び載荷条件による曲げ強さの
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補正 また，曲げ強度試験後に実施した全乾法による含

次の式によって得られた調整係数 k，を曲げ強 水率は，新月伐採木が14.4%，満月伐採木12.9%だ

さに乗じて調整した. った.水分傾斜は，新月伐採木，満月伐採木とも10

k，=(d/I50)O' '""'15%の範囲であった.

k，調整係数

d:試料寸法

c 載荷条件による曲げ強さの補正

次の式によって得られた調整係数k，を曲げ強

さに乗じて調整した.

k，= { (L+5S) / (Lo+5So) } 0' 

k， :調整係数

L， S:試験条件における荷重スパン

(1， 800mm)，支点間距離(600mm)

Lo， So:標準条件における荷重スパン

(2， 700mm)，支点間距離(900mm)

d 曲げヤング係数の補正

Em=Eb {1 +2. 4d' (E / G) / (3L'-4a') } 

/ {1+2. 4do2 (E / G)) / (3Lo'-4aのl
Em:標準条件における曲げヤング係数

Eb:試験条件における曲げヤング係数の

測定値

E/G :真のヤング係数とせん断ヤング係数

の比

d， L， a:試験条件における材せい，荷重

スパン，支点間距離

do， Lo， ao:標準条件における材せい(150

凹)，荷重スパン (2，700mm) ，支点間距

離(900mm)

結果と考察

1 含水率

試験開始時の含水率は，平均で新月伐採木が95.0

0/0，満月伐採木が86.0%であった.試験開始後約7

か月 (211日)の時点の含水率は，新月伐採木が22.7 

%，満月伐採木が18.4%となった.試験開始時と比

較すると新月伐採木が72.3%減少し，満月伐採木は，

67.6%減少した.新月伐採，満月伐採とも含水率の

変化は，当初は急激に減少し，その後緩やかに減少

した.全乾法による含水率は，新月伐採木が14.4%，

満月伐採木12.9%だ、った.

2 密度

試験開始時の密度は，新月伐採木が平均667kg/m'，

満月伐採木が平均556kg/がで、あった.開始後約7か

月(211日)で密度は，新月伐採木が平均392kg/m'，

満月伐採木が平均381kg/m3となった.新月伐採木が

平均40.0%減少し，満月伐採木が31.3%減少した.

密度も新月伐採，満月伐採とも含水率と同様のパタ

ーンで推移した.
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3 割れ，曲り及び収縮

材面割れの発生量の合計が最も多かったのは，新

月伐採木の341cmで、あった.以下，新月伐採316cm，
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満月伐採217cm.満月伐採117cmの順で、並び，最も害Ij

れの発生が少ないものが新月伐採木の100cmだ、った.

材面割れの発生に伐採時期による明確な差は，認め

られなかった.割れは，試験開始後87日""98日の聞

に全ての試験体で発生したが，それ以外は，不規則

に発生した.試験開始後87日""98日の聞に割れが発

生した原因として，含水率の平均が試験開始後87日

の計測では.31. 2%だったものが.98日には.27.7% 

に低下した.この値は，木材の繊維飽和点(含水率

25""35%)と一致している.

木材は，繊維飽和点を超えるあたりから寸法に変

化が生じる.木材は，材表面から乾燥が進むため，

材表面の含水率は，繊維飽和点を超えていたが，材

内は繊維飽和点以上であった.このため，材表面に

発生した収縮しようとする力と，材内の収縮に抵抗

する力によって材面割れが発生したものと考えられ

る.この間の気温が比較的高温で湿度が低かったこ

とも割れの発生に影響したものと考えられる.
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図3 材面割れの推移

曲りは，すべての試験体で発生した.新月伐採で

は. 3試験体中2個体が2面に，満月伐採でも2試験体

中1試験体の2面に曲りが発生した.発生量は，新月

伐採が最大0.8%.満月伐採が0.2%だ、った.

表l 試験体別の曲りの発生量

民験体
曲り (崎)

発生菌数
A 巨 C D 

新月伐採木1 0.2 。。 。。 0.1 
新月伐採木2 。。 。。 。。 0.2 
新月伐採木3 。。 。。 0.1 0.8 
瀦月伐探木1 。。 0.1 0.2 。。
満月伐録木2 0.1 。。 0.0 ， 。。

収縮は，いずれも平均で材幅(材せし、)が新月伐採

で当初幅の1.2%. 満月伐採が1.6%であった.長さ

については，新月伐採が0.06%. 満月伐採が0.09%

収縮した.

表2 試験体の収縮率

試験体 幅方向 長さ方向

新月伐採平均 1.2% 0.06弛

満月伐採平均 1.6% 0.0銚

4 動的ヤング係数

試験開始時の動的ヤング係数の平均値は，新月伐

採木が6.4kN/mm'.満月伐採木が6.5kN/mm2で、あっ

た.試験開始後の動的ヤング係数は，緩やかに上昇

を続け開始後約7か月 (211日)で新月伐採木が7.4

kN/mmヘ満月伐採木が7.8kN/mm2となった.この

値を「製材の日本農林規格Jの機械等級区分製材の

規格に当てはめると試験開始時は，いずれも E70相

当であったが，開始後約7か月 (211日)の満月伐採木

の7.8kN/mm'は. E90に相当する.
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試験開始時の動的ヤング係数をlとすると約7か月

(211日)で新月伐採木が1.16倍に、満月伐採木が1.2

2f音となった.
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5 曲げ強度試験

曲げ強さの平均は，新月伐採木が39.9N/mm2， 

満月伐採木38.2N/mm2で、あった.ヤング係数につ

いては，曲げヤング係数が新月伐採木7.3kN/mm2，

満月伐採木7.2kN/mm2，動的ヤング係数が新月伐採

木が7.4kN/mm2，満月伐採木7.5kN/mm2で、あった.

表3 曲げ強度試験の結果

区分
動的ヤング係数 曲げヤング係数 曲げ強さ
kN/mm2 kN/mm2 N/mm2 

6.9 6.2 30.9 

新月伐探 7.3 8.0 44.3 

7.9 7.6 44.4 

平鈎 7.4 7.3 39.9 

満月伐採
7.2 6.4 35.1 

7.7 8.1 41.2 

平均 7.5 7.2 38.2 

まとめ

今回調査した，含水率の変化，重量の変化，動的

ヤング係数の変化などの結果及び曲げ強度試験の結

果から，同じ林分で冬季の閉じ時期の新月と満月の

臼に伐採を行い，閉じ条件で天然乾燥させた場合に

両者の聞に数値的に明確な差を認めることはできな

かった.

この結果から，伐採の時期が同じで，伐採後も同

様に扱うとすれば，新月伐採でも満月伐採でも曲げ

強さ等に差は生じないものと思われる.

しかし，今回の調査は，試験体数が5本と極めて

少ないことから統計的処理を行っていない.このた

め，両者の聞に明確に差がないと断定することはで

きない.また，防虫性，耐久性等についても調査を

実施していない.今後は，これらの調査を含め試験

体の数を増やし改めて検証していく必要がある.
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